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一
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算
１
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防

災

対

策

子
ど
も
手
当
な

  

ど

入るお金

使うお金

民生費
31億2,267万8千円
（30.8％）

教育費
11億4,130万6千円
（11.2％） 土木費

14億3,570万9千円
（14.1％）

土木費
14億3,570万9千円
（14.1％）

公債費（借金返済）
9億2,971万1千円
（9.2％）

公債費（借金返済）
9億2,971万1千円
（9.2％）

衛生費
9億3,539万4千円
（9.2％）

衛生費
9億3,539万4千円
（9.2％）

消防費
6億9,386万円
（6.8％）

労働費
1億3,931万9千円

（1.4％）

その他
1億5,686万4千円
（1.6％）

議会費
1億3,829万2千円
（1.4％）

総務費
14億5,595万4千円
（14.3％）

町税
48億5,597万5千円
（47.8％）

繰入金（基金）
10億7,518万2千円
（10.6％）

その他
5億4,403万1千円
（5.3％）

町債（借金）
10億100万円
（9.9％）

町債（借金）
10億100万円
（9.9％）

国庫支出金
8億7,907万8千円
（8.7％）

国庫支出金
8億7,907万8千円
（8.7％）

県支出金
7億4,198万3千円

（7.3％）

県支出金
7億4,198万3千円

（7.3％）

地方交付税
6億1,800万円
（6.1％）

地方消費税交付金
2億6,540万円
（2.6％）

諸収入
1億6,843万8千円
（1.7％）

101億4,908万7千円
一般会計歳出

101億4,908万7千円
一般会計歳入

カッコ内は合計に占める割合

カッコ内は合計に占める割合

　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計

は
１
０
１
億
４
９
０
８
万
７

千
円
の
（
対
前
年
度
比
13
％

増
）
大
幅
ア
ッ
プ
。

　

こ
れ
は
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
防
災

行
政
無
線
の
更
新
や
子
育
て

　

６
特
別
会
計
は
、
国
民
健

康
保
険
事
業
で
保
険
税
を
据

え
置
き
、
財
産
区
で
は
古
宮

村
で
町
道
浜
幹
線
の
用
地
と

し
て
布
池
と
大
池
の
一
部
を

　

特
別
会
計
の
補
正
で
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
は
８
８

７
７
万
円
増
額
、
老
人
保
健

医
療
事
業
は
４
１
９
３
万
２

千
円
減
額
。
下
水
道
事
業
は

８
２
４
８
万
２
千
円
減
額
、

介
護
保
険
事
業
は
１
０
５
万

５
千
円
減
額
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
を

３
億
４
８
０
５
万
３
千
円
減

額
し
、
予
算
総
額
97
億
２
６

１
７
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
歳　

出

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
民

生
費
で
は
政
権
交
代
に
よ
り

執
行
を
停
止
す
る
子
育
て
応

援
特
別
手
当
支
給
事
業
３
６

３
０
万
５
千
円
を
は
じ
め
、

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業

や
児
童
手
当
支
給
事
業
な
ど

を
減
額
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
土
木
費
で
は
下
水

道
特
別
会
計
繰
出
事
業
３
６

２
８
万
２
千
円
を
は
じ
め
、

入
札
差
金
で
あ
る
町
道
補
修

事
業
や
都
市
公
園
施
設
改
修

事
業
な
ど
、
教
育
費
は
幼
稚

　

播
磨
西
幼
稚
園
の
改
築
工

事
は
、
１
億
４
４
９
０
万
円

で
丹
南
建
設
㈱
（
朝
来
市
）

と
の
契
約
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

新
園
舎
は
鉄
骨
造
平
屋
建

て
で
、
延
べ
床
面
積
７
８
６

㎡
。
教
室
６
室
や
遊
戯
室
、

太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
を
設

け
、
工
期
は
11
月
30
日
ま
で

の
予
定
で
す
。

　

同
幼
稚
園
は
、
５
月
６
日

か
ら
10
月
31
日
ま
で
、
播
磨

西
小
学
校
の
教
室
を
利
用
し

授
業
を
行
い
ま
す
。

　

国
有
の
里
道
や
水
路
な
ど

の
法
定
外
公
共
物
で
機
能
し

て
い
る
も
の
は
国
か
ら
無
償

で
譲
渡
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

保
全
と
適
正
な
利
用
を
促
す

た
め
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

法
定
外
公
共
物
の
損
傷
や

汚
損
、
無
許
可
工
事
な
ど
の

違
反
に
対
し
、
５
万
円
以
下

の
過
料
を
課
す
る
条
文
も
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

支
援
の
た
め
の
播
磨
保
育
園

全
面
改
築
へ
の
支
援
、
中
学

校
給
食
の
実
施
、
子
ど
も
手

当
の
支
給
な
ど
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
予
算

と
し
た
か
ら
で
す
。

売
却
す
る
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
で
は
、
使
用

料
改
定
を
盛
り
込
ん
だ
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

園
建
築
物
耐
震
対
策
事
業
３

５
６
０
万
円
な
ど
を
減
額
し

ま
し
た
。

■
歳　

入

　

歳
入
で
は
、
町
税
の
う
ち

景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
て

法
人
町
民
税
２
億
４
５
６
万

８
千
円
な
ど
を
減
額
し
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
設
置
へ

　

小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
太

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
工
事

は
、
１
億
７
３
２
５
万
円
で

美
樹
工
業
㈱
（
姫
路
市
）
と

の
契
約
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
全
小
・
中
学
校

に
20

、
播
磨
・
蓮
池
幼
稚

園
に
10

の
太
陽
光
パ
ネ
ル

や
電
力
計
、
表
示
装
置
な
ど

を
設
け
ま
す
。

税
条
例
を
一
部
改
正

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
被
保
険
者
に
対

す
る
保
険
料
の
減
免
措
置
を

当
分
の
間
継
続
す
る
改
正
を

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
措
置

も
継
続
し
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
は
２
日
か
ら
19
日
ま
で
開

か
れ
、
平
成
22
年
度
当
初
予
算
８
件
、
工

事
請
負
契
約
締
結
２
件
、
条
例
制
定
・
改

正
４
件
、
平
成
21
年
度
補
正
予
算
６
件
な

ど
24
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
議
案
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
代
表
質
問
で
議
員
８
人
が
町
長

に
施
政
方
針
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

３月定例会 ３月定例会
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一
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不
用
額
な
ど
減

播
磨
西
幼
稚
園
の
改
築
工
事
ス
タ
ー
ト

法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
を
制
定

　

歳
出
で
は
介
護
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
、
子
ど

も
手
当
支
給
事
業
な
ど
に
よ

り
民
生
費
（
対
前
年
度
比

28
・
８
％
増
）
が
最
も
多
く
、

次
に
庁
舎
改
修
、
選
挙
や
国

勢
調
査
な
ど
に
伴
う
総
務
費

（
同
21
・
４
％
増
）、
浜
幹
線

道
路
な
ど
の
土
木
費(

同

０
・
６
％
増)

、
教
育
費
（
同

６
・
８
％
減
）
な
ど
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。

歳　

出

　

町
税
が
48
億
５
５
９
７
万

５
千
円
（
対
前
年
度
比
６
・

８
％
減
）
と
最
も
多
く
、
次

に
基
金
か
ら
の
繰
入
金
（
同

37
・
１
％
増
）、
借
金
で
あ
る

町
債
（
同
65
・
８
％
増
）、
国

庫
支
出
金
（
同
80
％
増
）、

県
支
出
金
（
同
53
％
増
）、

地
方
交
付
税
（
同
50
・
４
％

増
）
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。

歳　

入

会　 計　 等　 区　 分 予　算　額 対前年度伸率

一 　 般 　 会 　 計 101億4,908万7千円 13.0％

特別会計

国民健康保険事業 35億3,113万4千円 3.3％

財 産 区 13億　　  7万4千円 7.1％

老人保健医療事業 655万9千円 △ 85.2％

下 水 道 事 業 10億   201万9千円 △ 27.1％

介 護 保 険 事 業 15億8,796万3千円 8.7％

後期高齢者医療事業 2億9,803万7千円 20.6％

特 別 会 計 の 計 77億2,578万6千円 △ 0.4％

水　 道　 事　 業　 会　 計 8億6,954万4千円 △ 20.3％

総　　　額 187億4,441万7千円 5.1％

会　計　別　予　算　額

▲野添であい公園の健康遊具


